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新ドクター
　　　新入職員　新職員として、1 名のドクターと９名
のスタッフが当センターに入職しました。
　研修など積極的に参加し、充実した日々
を送っている10名をここで紹介したいと
思います。

紹介

①いちき串木野市
②�ウォーキング・釣り・ドライブ・
太鼓舞台の鑑賞
③�今年 1 年は、仕事を覚えるとと
もに先生方や患者様とのコミュニ
ケーションを大切にし、分からな
いことを周りの先生方に相談し経
験や知識として変換していけるよ
うにしたいと思います。緊張し、
顔と耳がすぐに赤くなってしまう
とは思いますがよろしくお願いし
ます。

作業療法士
服部 颯馬

①出水市
②プロ野球観戦・読書・音楽鑑賞
③�「入院」という非日常の中で不安
や負担を感じている患者さん・ご
家族の気持ちに寄り添った支援を
行うことを、常に心掛けていきた
いです。また、そのために多職種
の方と積極的に連携を図りたいと
思います。

社会福祉士
勝下 嗣亮

①阿久根市
②野球観戦
③ �3 階回復期リハビリ病棟で、患者
さんが自宅や施設など希望してい
る場所に笑顔で退院できるよう、
個別性をもった看護を提供し、患
者さんに寄り添いながら、心の込
もったケアを行えるよう日々学び
ながら精進していきます。よろし
くお願い致します。

看護師
松本 梨佳

①いちき串木野市
②韓国ドラマ視聴・飲酒（家飲み）
③�元気と笑顔がモットーです。丁寧
な声かけ対応を心がける様、心掛
けています。（傾聴）

介護福祉士
田代 智恵

①鹿児島市
②睡眠・体を動かすこと
③�キャリアを積んで、いちき串木野
市の医療に貢献できるように頑張
ります。

看護師
四元　翔

①沖永良部島
②�楽器（アルトサックス・クラリネッ
ト）を吹くこと・サウナ・岩盤浴

　ドライブ・食べること・推し活
③�幼稚園生の頃からの夢である看護
師になることができたうれしさと
先輩方についていくことができる
のかという不安がありますが、分
からないことはしっかりメモし調
べ、全力で頑張りたいです。

看護師
田畑 麻椰

出身地：鹿児島市
出身校（最終学歴）：鹿児島大学
趣味・特技：ドライブ
座右の銘・好きな言葉：毎日、楽しく！
尊敬する人：�姉
抱負：�常に患者さんに寄り添った診療ができ

るように心がけています。

医師
渋谷 望美

①鹿児島市
②バトミントン・ランニング
③�患者様に少しでも安心して、検査
を受けていただけるように一生懸
命頑張ります。

診療放射線助手
樋渡 沙耶

①薩摩川内市
②�食事・寝ること・友人と遊ぶこと
　お酒を飲むこと・剣道・推し活
③�疑問点や分からない所は質問をし、
自己での学習を行い、知識として
身に付ける。また、健康管理を行
い笑顔を忘れない。積極的に動き、
先輩方のようになれるよう努力す
る。何事にも勉強を行い、継続し、
素敵な看護が行えるような力を身
に付ける。

看護師
鎌田 愛香

①いちき串木野市
②ガーデニング・卓球
③�通所リハビリの利用者様は、リハビ
リで身体を動かしたり、マッサージ
を受けた後、マシンを使ったり、歩
行練習をされとても頑張っていま
す。利用者様お一人おひとり目標が
あり、利用時はもちろんですが、ご
自宅でも頑張っていらっしゃいま
す。利用者様の目標、達成のお手伝
いし、利用者様と一緒に目標達成を
喜び合える様に頑張りたいです。

介護福祉士
三原 みほ子

新入職員への質問
①出身地　②趣味・特技　③抱負



　令和 7年 4月 1日～ 2日に新人オリエンテーションを院内に

て開催しました。

　医師・中途入職含め、10名の新人が対象で院長より、センター

の概要を始め、各担当が各部署・委員会の説明、グループワー

ク等を行い、コミュニケーションを図ることが出来ました。意

欲あふれる新人 10名が、新たにセンターの仲間になりました。

分からないことは、先輩たちに聞いて、働きやすい職場を作っ

ていきましょう！！

2025年
オリエンテーション実施
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出典：厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001314813.pdf
　　　　　　　　　　　　　　 https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001301996.png をもとに加工しています。

マイナンバーカードでの受付の
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感想
　今回は「重度麻痺手に対する神経筋電気刺激の促通効果が非麻痺側手
運動を同期させることで得られた回復期脳卒中片麻痺患者の一例」と題
し発表をさせて頂きました。他施設の先生方にもご質問を頂き、実りあ
る時間となりました。これからも患者様の治療の質を向上させることや、
取り組みを外部に発信していく作業を私個人も継続し、さらに他スタッ
フとチームで行いリハビリテーション部、ひいては当院全体を盛り上げ
ていくことができるよう、研鑽を行いたいと思います。貴重な機会を頂き、
誠にありがとうございました。

学会リスト

「�重度麻痺手に対する神経筋電気刺激の促通効果
が非麻痺手運動を同期させることで得られた

  回復期脳卒中片麻痺患者の一例」

『第 38 回 鹿児島県理学療法士学会』
　榮　海里 PT
　「�プッシャー現象に重度の右片麻痺と右半側空間無視を合併し
た歩行困難例に対して二人介助での歩行練習が有効であった
左被殻出血の一例」

『日本物理療法合同学術大会 2025』
　大迫　洋介 OT
　「�しびれ同調 TENS併用下促通反復療法や物品操作練習により
しびれ感の改善と箸操作を獲得した脳梗塞の一例」

『第 13 回　日本言語聴覚士協会　九州学術集会（鹿児島大会）』
　阿部　樹央 ST
　「�重症失語症者にAACを導入し指差し動作で排泄の訴えを目
指した一例」

　地久里　春那 ST
　「�神経電気刺激療法と干渉波刺激療法を併用した訓練により嚥
下機能の改善がみられた１症例」

　十田　彩乃 ST
　「�嚥下障害を呈したプラダー・ウィリー症候群乳児に対して、
経口摂取の獲得を目指した一例」
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急性期病棟に入職して
2階病棟の紹介

～当院 3 年目の看護師より～

急性期病棟　看護師　久保 華鈴 さん

　脳神経外科センターに入職し、約 2年経ちました。
　私は看護師としての経験年数が短く、脳外科に勤めるのは初めてだっ
たため、何もかもが初めて経験することばかりで緊張したり戸惑った
りすることが多く、うまくいかないことばかりで落ち込むことが沢山
ありました。ですが、とても優しい先輩方が戸惑っている私に声を掛
けてくださり、熱心に指導してくださったおかげで、徐々に出来る事
が増え、入職したての頃よりも自分が成長できていると感じることも
増えました。
　私が所属している急性期病棟では、治療やケアを必要とする患者様
が多く、とても忙しい病棟ではありますが、その中で患者様とのコミュ
ニケーションを通じて信頼関係を築きながら、回復に向けたサポート
や日常生活動作拡大に向けての援助を行っていき、どんどん元気になっ
ていく患者様の姿を見ることができ、やりがいを感じています。
　患者様やご家族から「ありがとう」と感謝の言葉を頂いたり、患者
様が退院するときにお見送りをする瞬間は看護師になって良かったと
思います。これからも患者様やスタッフの方々との関わりを大切に、
一歩一歩成長していきたいと思います。

急性期病棟　看護師　平石 滉輔 さん

　看護師免許をとり精神科に就職した私でしたが、結婚を機に鹿児島
へ帰省。現場から離れて看護学校の教員として短期間ではありますが
働いていました。そんななか現場に戻りたいという気持ちが出て就活
を決意。縁あって脳神経外科センターを紹介していただきました。
　急性期という全く知らない世界に飛び込むのには不安もありました。
今まで経験したことのない時間の流れや知識不足。現場で働く上で必
要なことが何もかも足りていないのを実感させられました。毎日が不
安で仕方がなかったです。しかし、そんな私を見捨てず新人として 1
から育ててくれたのは周りのスタッフの皆さんでした。時に厳しく、
時に親身になり相談に乗ってくれたおかげもあり、2年間を過ごすこ
とができました。
　さらに最近就職して良かったと思うことがありました。キッカケと
してはゴルフ部と野球部に所属してからでした。スポーツを通して多
くのスタッフと親交深めることで、さらにコミュニケーションがとれ
るようになり、より働きやすくなったような気がしています。
　就職して 3年目を迎えますが、様々なスタッフや患者様との出会い
を大切しながら、成長していきたいと思います。
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医師会会員病院紹介 　地域医療機関との相互連携を一層密に、医療を必要とする患者さんのニーズに応え、
適切で切れ目のない医療提供の実現を目指しています。地域医療を支える

診療案内
受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

医療法人 芳清会

串木野内科・循環器科

◆ 内科・循環器科・呼吸器科

　平成元年開院、ベッド数 19 床の有床診療所です。
　「継続は力なり」「温かい心のこもった診療」をモッ
トーに、また、電子カルテ導入により業務を効率化し、
患者様とお話できる時間を少しでも長くできるように
努めております。
　標榜科目でもあります循環器科、内科を常勤医２名、
非常勤医２名で心疾患を主に内科一般に取り組んでい
ます。いちき串木野市医師会の先生方はもとより、鹿
児島大学病院、鹿児島医療センター、鹿児島市立病院、
川内市医師会立市民病院、済生会川内病院と幅広く連
携し、地域住民の健康管理、合わせて生活習慣病を管
理する「かかりつけ医」としての役割を担っておりま
す。
　介護保険分野では、平成 17 年開設、グループホー
ムさくらの丘も立ち上げ、「明るい笑顔を大切にしま
す」をモットーにスタッフ一同心がけています。

理 事 長  ／  有川　清猛

住 　 所  ／  いちき串木野市中尾町 72 番地
電 　 話  ／  0996-33-2211
診療時間  ／【月・火・水・金・土】
　　　　　　午前　9：00 ～ 13：00
　　　　　　午後　14：00 ～ 17：30
　　　　　　【木】
　　　　　　午前　9：00 ～ 13：00
　　　　　　午後休診
休 診 日  ／日、祝、木曜午後

診療案内

しもむぎ耳鼻咽喉科

院 　 長  ／  下麥　哲也
住 　 所  ／  いちき串木野市湊町３丁目 87 番
電 　 話  ／  0996-29-3384
診療時間  ／【月・火・水・金】
　　　　　　 午前 ８：30 ～ 12：00 
　　　　　　 午後 14：00 ～ 18：00
　　　　　　 【土】 
                   午前 ８：30 ～ 12：00 
                   午後 14：00 ～ 16：30
　　　　　　※臨時休診することがあります。
　　　　　　※�受付時間は、診療終了時刻の　　　　

15 分前までです。
休 診 日  ／ 木曜・日曜・祝日

理 事 長  ／  丸田　小百合
住 　 所  ／  いちき串木野市昭和通 101-1
電 　 話  ／  0996-32-0080
診療時間  ／【月・火・木・金・土】

　　　　　　 午前 ９：00 ～ 12：30

　　　　　　 午後 14：00 ～ 17：30

　　　　　　 ※�研修会等で診療時間が変更になる場合
もあります。

休 診 日  ／ 水曜・日曜・第 3・第 5 土曜・祝日

◆ 耳鼻咽喉科・アレルギー科 ◆ 内科・糖尿病内科

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ × ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ ○ × ○ 16:15

受付終了 ×

　旧市来町湊町に 2012 年 10 月に開院し、地域の皆
さまに支えられ、今日までやってまいりました。
　かぜ症状から、みみ、はな、のどの異常、めまい
や無呼吸、補聴器といった専門的な相談まで、さま
ざまな病気の相談をおこなっています。
　あと何年続けられるかわかりませんが、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

　さゆりクリニックは、生活習慣病糖尿病の重症化
予防を目標にしております。
　KLCED 鹿児島糖尿病療養指導士３名　ＣＤＥＪ
日本糖尿病療養指導士２名が在籍しており、療養の
お手伝いをさせて頂いております。
　注射製剤の利用者はインスリン治療者 136 名。ト
ルリシティなどＧＬＰ１製剤で治療している人（週
１回の自己注射製剤）103 名。リブレ（持続血糖測定）
使用 60 名です。
　コロナ終了後日常が戻ってきて、糖尿病協会活動
も平穏に行えるようになりました。
　当院は糖尿病協会の小さな支部があります。現在
は 24 名の会員がおります。年１年の県糖尿病協会の
ウオークラリーに参加（令和７年４月は平川動物園
予定）、当院独自では年１回一日旅行、ノルディック
ウォークの会、災害時の食に関しての実技の会、皆
で楽しむ食事会などの活動を行っております。
　スタッフともども研鑽に努め、患者様に寄り添う
治療を継続していきたいと思います。今後ともどう
ぞよろしくお願いします。

診療案内

さゆりクリニック

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ × ○ ○ △※ ×
午　　後 ○ ○ × ○ ○ △※ ×

※第 3・第 5 土曜日は休診です
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診療案内

医療法人　浩成会

産科・婦人科　久米クリニック

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ × ○ ○ 17:00 まで ×

　当院は昭和 36 年（1961 年）11 月に京町に久米産
婦人科として開院、昭和 41 年（1966 年）に現在の
曙町に移転しました。平成 5 年（1993 年）より産科・
婦人科　久米クリニックと改名し、今年で 57 年にな
ります。
　平成 29 年（2017 年）3 月、少子高齢化などの影
響で分娩数の減少が続いていたため、残念ながら分娩
取り扱いを中止いたしました。
　今後は、妊婦健診、産後ケア、母乳育児相談、子宮
がん検診などの婦人科健診、子宮筋腫、卵巣腫瘍、子
宮内膜症などの婦人科疾患、月経不順、不妊症、更年
期障害、などの内分泌疾患など、すべての年代の女性
の皆様の相談に対応できるよう、いちき串木野市の女
性の「かかりつけ医」として、微力ながら頑張ってい
く所存です。
　これからも、どうぞよろしくお願いします。

理事長・院長  ／  久米　浩太
住 　 所  ／  いちき串木野市曙町 25 番地
電 　 話  ／  （代）　  0996-32-7663
　　　　　　 （FAX）0996-32-8453
診療時間  ／【月・火・木・金】
　　　　　　 午前 ９：00 ～ 13：00 
                   午後 14：00 ～ 18：00
　　　　　　【水】
                   午前 ９：00 ～ 13：00 
　　　　　　 午後休診
　　　　　　【土】
　　　　　　 午前 ９：00 ～ 13：00 
　　　　　　 午後 14：00 ～ 17：00  
休 診 日  ／ 水（午後）日・祝日

◆ 産科・婦人科
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●ご意見・ご要望等ございましたら脳外科センター広報チーム宛までお願いします。●

ホームページリンク先

公 益 社 団 法 人

いちき串木野市医師会

脳神経外科センターの
活動紹介

　いちき串木野市医師会立脳神経外科センターでは、職員の福利厚生として野球部、
ゴルフ部を立ち上げ、健康維持・増進と、スタッフ間（他職種）・地域住民とのコミュ
ニケーション親睦向上を目的に活動しています。
　ゴルフ部の昨年度の活動は、春と秋に院内ゴルフコンペを行いました。また地域の
方々との交流を目的として、いちき串木野市民ゴルフ大会にも参加させていただきま
した。
　野球部では、いちき串木野市民野球大会に出場し、2勝 2敗という結果で惜しくも
準優勝という結果になりました。
　ゴルフや野球では「同伴者への気配り」「審判への挨拶、礼儀」など細かなマナーや
礼儀が求められます。これは医療現場にも通じるもので、患者さんや職員に対する思
いやりや、規律を養うことができます。丁寧な接遇や適切な医療マナーを意識するきっ
かけになりました。また、病院では医師、看護師、リハビリスタッフ、技師、事務な
ど多職種が協力しながら患者さんを支えるため、日頃からの円滑なコミュニケーショ
ンが欠かせません。活動を通じて職場の垣根を越えたつながりが生まれ、チーム医療
の質向上につながっていると感じます。


